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２ 計画策定の目的 

平成 年 月には，自転車活用推進法が公布されました。同法では，国をはじめ，地方公共団体，

交通事業者，国民それぞれの責務を明らかにし，自転車の活用を総合的かつ計画的に推進していく

こととしています。

一方，本市では，自転車通行のルールやマナーの遵守に係る意識が低く，自転車の通行位置も

道路上に明確に示されていないことから，歩道上で歩行者と自転車が交錯している危険な状況が

見受けられます。歩行者の安全を確保するためには，自転車は車道通行という原則に従い，歩行者と

自転車の通行位置の分離を図る必要があり，自転車が安全に車道を通行できるよう整備していくこと

が求められます。

また，自転車にとっても車道の左側を通行することで，自動車との交通事故が減少し，自転車本来

の速度で快適に通行できるなど，自転車の安全性と利便性の向上を図ることができます。

自転車が車道を安全に通行するためには，自動車運転者の自転車利用者への配慮も欠かすことが

できません。わかりやすい路面表示を行うなど，環境整備を進めることで，自動車運転者の意識改革

を図ります。あわせて，自転車の利用を促進することにより，市民の健康増進や環境負荷の低減など，

社会的なメリットにつなげていくことで，市民の自転車利用への認識を深め，将来に向けて，本市に

自転車の利用を文化として根付かせていくことも必要です。

これらを踏まえ，安全で快適な自転車の利用環境整備に向け，本市の役割を明確にし，総合的かつ

戦略的な施策の展開を図るため，「水戸市自転車利用環境整備計画」を策定するものです。
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